
高校生のための現代数学講座 東京大学
「いろいろな幾何学」 玉原国際セミナーハウス
講義 (2)　小木曽　啓示 2019年 7月 13日

「ほんの少し双有理代数幾何学
—円と直線はほとんど同じ」

この講演では、代数幾何学と呼ばれる分野のごくさわりの部分についてお話した
いと思います。代数幾何学は、直線、円、放物線、双曲線など、皆さんにもなじみ
のある図形の概念を拡張した、代数多様体と呼ばれる図形を扱う数学の分野です。
数学にはノーベル賞はありませんが、フィールズ賞という賞があります。数学にお

けるノーベル賞ともいわれ、数学において最も権威のある賞です。これまでにフィー
ルズ賞を受賞した日本人数学者は、小平邦彦先生、広中平祐先生、森重文先生の３
人ですが、いずれも代数幾何学の業績による受賞です。この意味で、代数幾何学は
日本人とゆかりの深い数学の分野でもあります。
講演では、皆さんになじみのある、座標平面上の放物線と直線の交点を考えるこ

とから始め、複素射影平面（空間）の概念を導入したいと思います。全世界の代数
幾何学研究者の大半は、複素射影空間を母体とする空間の中の図形（代数多様体）
を研究しています。この意味で、複素射影平面（空間）は、代数幾何学においては
最も基本的かつ重要な対象です。講演では、皆さんになじみのある直線、円、放物
線、双曲線が、母体となる空間を複素射影平面にまで拡張して考えたとき、どんな
図形に見えるかについても説明したいと思います。
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